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Q54a Mopra 望遠鏡による超新星残骸 RX J1713.7−3946 の観測
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VHE (very-high energy) ガンマ線で輝く超新星残骸 (SNR) は、宇宙線加速の面から注目される。特に、他の
SNRよりも高いエネルギーまで効率の良い加速が起きていることは特筆に値する。我々はこれまで、上記に該当
する SNR RX J1713.7−3946 と Vela Jr. について星間ガスとX・ガンマ線放射の比較を行い、SNR 衝撃波と星
間ガスの相互作用 (shock- cloud interaction) が、高エネルギー放射に本質的に影響していることを明らかにして
きた (e.g., Sano et al. 2010; Fukui et al. 2012; Sano et al. 2013)。中でも宇宙線電子については、高密度分子雲
近傍におけるシンクロトロンX線増光の発見により、shock-cloud interaction が効率のよい加速を促しているこ
と突き止めた (佐野ほか 2012年春季・秋季年会)。しかしながら、X線の小スケール (1–30秒角) の構造との比較
は、既存の分子雲データでは分解能が足りなかったため (角度分解能 90–180秒角) 実現していなかった。
今回我々は、オーストラリアの Mopra 22-m 望遠鏡を用いて RX J1713.7 −3946 の 12CO(J=1–0) 輝線観測

(角度分解能 ∼30秒角) を実施した。これにより、X線の小スケールの構造に対応する clumpy な分子雲を発見す
ることができた。興味深いことに、30秒角のスケールでも、分子雲周辺でのX線増光が確認された。これらの結
果を踏まえ、本講演では、SNR RX J1713.7−3946 における宇宙線電子加速と衝撃波相互作用について論じる。


